
表紙について

　表紙の正面に見える大きな建物は、今から60年前の昭和37年に竣工した生田キャンパス旧

２号館です。１階中央には、校舎裏手の中庭へと続くアーケードが備えられており、多くの

学生がここを行き交っていました。

　向かいの正面広場には、ヒマラヤスギなどが植栽された花壇が設置され、学生たちの憩い

の場として使われるようになります。そして、学園祭である鳳祭の時期には、「くいだおれ

市」が開催されるようになり、全国各地の郷土料理を売る模擬店で賑わうようになりました。

　旧２号館と花壇は、共に平成23年に発生した東日本大震災の影響でその姿を消しました

が、その跡地には新校舎が建設され、新たな生田キャンパスのシンボルとして親しまれてい

ます。
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